


はじめに
　2010年頃から淘汰され始めた「製版フィルム・青焼き」
の工程は、2016年に入ると印刷業界からほとんど姿を消
し、アナログでの校正はできなくなりました。現在はほぼ
すべてがデジタルデータ処理になっています。
　今後想定されるのは、バージョンの違うOSやアプリケ
ーション、無駄に豊富なフォントが起こすであろう数々の
トラブルです。青焼きの絶滅により、校了されたプリント
と刷版用の白焼きの同一性も問題視されます。
　この「フォントガイド」は、手動写植の時代から一歩進
んだデジタル版「写研電算写植」の書体見本帳です。
　「写真植字」はまだ絶滅してはいません。InDesign 以上
の組版はもちろん、PDFの作成もできます。その啓発のた
めにも、もう一度「フォントガイド」を作成することにし
ました。全書体を揃えた「完全版」と自負しています。
　前回の「No. 3」は印刷物とPDFの２種でしたが、今回
はPDF版で公開しました。

●この見本帳の見方
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